
3

洪水の記録
平成19年９月17日洪水

奥州市水沢区桜木橋付近
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停滞した秋雨前線と台風11号から変わった温帯低気圧の影響により、平成19年９月17日の未明から北上川流
域では雨が降り出し、同日夜にかけて岩手県北部を中心に激しい雨が降り続いた。
この雨は翌18日明け方まで降り続き、降り始めからの総雨量は奥羽山脈に位置する雨量観測所で300mmを超
える降雨を記録したほか、平野部の盛岡市や花巻市の雨量観測所でも200mmを超えるなど、北上川上流から中
流域で記録的な降雨を観測した。
中でも、盛岡市の明治橋より上流における流域平均雨量は２日間で208mmに達し、明治橋上流域の降雨量と

しては戦後最大を記録した。
この大雨の影響により、９月17日８時に花巻市の北上川朝日橋水位観測所で水防団待機水位を超過。その後

も北上川の水位は全川にわたって上昇し、北上川本川すべての水位観測所ではん濫注意水位を超え、館坂橋、
紫波橋、朝日橋、男山、桜木橋、諏訪前の水位観測所ではん濫危険水位を超える出水となった。特に、紫波橋
水位観測所では18日１時に最高水位5.37ｍとなり、計画高水位（5.504ｍ）に迫る水位を記録した。
この洪水の最高水位は、館坂橋から桜木橋にかけて平成14年７月洪水（狐禅寺地点戦後３番目）を上回り、
紫波橋、朝日橋では60年前のカスリン台風（昭和22年９月：狐禅寺地点で戦後最高）に次ぐ水位を観測した。
北上川沿川においては、地元の水防団などによる懸命の水防活動や、５大ダムによる洪水調節等により浸水
被害を軽減したが、約340戸の床上・床下浸水被害が発生し、収穫直前の農地等を含め2,994ha が冠水、避難者
約1,630人という平成14年７月洪水以来の大規模な洪水被害となった。

洪水の概要1

明治橋上流では戦後最大の雨量

気象状況

天気図 レーダー画像

平成19年９月17日６時 平成19年９月17日６時

提供：盛岡地方気象台
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これまでに起きた主な洪水

洪水が発生した

年　　　月
大雨の原因

狐禅寺上流で
2日間に降った
平均雨量（mm）

最　　高　　水　　位　　（m）

館坂橋
（盛岡市）

明治橋
（盛岡市）

紫波橋
（紫波町）

朝日橋
（花巻市）

男　山
（北上市）

桜木橋
（奥州市）

大曲橋
（奥州市）

狐禅寺
（一関市）

諏訪前
（一関市）

明治43年9月 台　風 161 － 4.89 8.01 － 6.35 6.28 － 13.70 13.70 

昭和22年9月 カスリン台風 187 － 4.52 6.32 6.87 － 6.25 7.53 16.89 －

昭和23年9月 アイオン台風 161 － 3.54 － 5.52 6.77 6.36 － 14.89 14.50 

昭和33年9月 台　風 137 3.32 3.83 5.30 5.10 4.84 6.43 5.40 11.56 9.50 

昭和56年8月 台　風 149 2.73 2.23 4.24 4.72 4.85 5.10 5.37 12.51 10.54 

昭和62年8月 前　線 161 2.22 1.72 3.59 4.40 4.81 5.17 5.50 12.11 10.13 

平成 2年9月 台　風 124 2.80 2.19 4.26 4.46 4.54 4.48 5.02 11.03 9.26 

平成 7年8月 前　線 117 2.45 1.87 3.89 4.35 4.32 4.16 4.71 10.30 8.78 

平成10年8月 前　線 122 2.34 1.25 2.89 3.45 3.65 3.57 4.50 11.14 9.77 

平成14年7月 台　風 160 2.72 2.26 4.73 5.42 5.22 5.50 6.21 13.51 11.51 

平成19年9月 前　線 173
2.88 

〔9月18日〕0:00

2.54 

〔9月17日〕23:00

5.37 

〔9月18日〕1:00

5.79 

〔9月18日〕1:00

5.40 

〔9月18日〕0:00

5.65 

〔9月18日〕2:00

5.79 

〔9月18日〕5:00

12.18 

〔9月18日〕17:00

10.18 

〔9月18日〕20:00

北上川上流域の
雨量分布

主な地点の降り始めからの総雨量
は、高下で332㎜、男助で323㎜、
橋場で313㎜、駒頭で311㎜、松尾
で305㎜、盛岡で212㎜、花巻で
205㎜を記録し、北上川の上流から
中流域で大雨となった。

単位：mm
自　平成19年９月17日０時
至　平成19年９月18日24時

※水位は全て現在の観測所での読み値に換算。
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排水ポンプ車による内水排除（紫波町高水寺地区）雫石川左岸の無堤部における水防活動（盛岡市駅前通地区）

排水ポンプ車による内水排除（花巻市後川地区） 堤防漏水対策のための水防活動（奥州市江刺区岩谷堂）

※浸水戸数は北上川本川の外水により浸水した住家の戸数

市町別の浸水戸数（外水）［平成14年7月洪水と平成19年9月洪水の比較］
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上流域で戦後最大となる豪雨となり
浸水被害が大きくなった。

下流域の降雨が少なかったため、
浸水被害は小さかった。

平成14年7月（139戸）

平成19年9月（238戸）

四十四田ダム、御所
ダム及び市街地等の
堤防整備の効果のほ
か、懸命な水防活動
により被害を軽減

各地の水防活動
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四十四田ダム 御所ダム 田瀬ダム 湯田ダム 石淵ダム

流域平均
累加雨量（㎜） 181 295 114 252 108 

ダ
ム
地
点
最
大
流
入
量

流入量（㎥/s）
及び発生時刻

966
17日（22時30分）

2,198
17日（20時30分）

285
18日（0時20分）

1,522
17日（23時20分）

123
18日（1時00分）

ダム竣工以来順位
（竣工年）

１位
（昭和43年）

１位
（昭和56年）

－
（昭和29年）

4位
（昭和39年）

－
（昭和28年）

最大流入時
放流量（㎥/s） 557 1,112 49 329 63 

最大流入時
調節量（㎥/s） 409 1,086 236 1,193 60 

調節総量（万㎥） 1,375 3,502 1,491 4,793 187 

北上川流域の洪水被害を最小限にするため、北上川ダム統合管理事務所が管理する５つのダムのうち、
四十四田ダム、御所ダム、湯田ダムにおいて洪水調節が行われた。また、田瀬ダム、石淵ダムにおいてもダム
の放流量を極力おさえ、下流河川の被害の軽減を行った。

四十四田ダムによる洪水調節

５ダムの洪水調節

北上川５大ダムにおける操作状況

平常時の状況 洪水調節の状況（平成19年９月18日）

※田瀬ダムと石淵ダムは流入量が洪水調節開始流量に達しなかったため、洪水調節は行っていない。

大量の流水や流木を貯め込み、下流の被害を軽減
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気象観測記録2

秋雨前線と台風くずれの温帯低気圧の影響で記録的な大雨に
平成19年９月16日に北海道から南下した秋雨前線
は、18日にかけて東北地方北部に停滞した。また、
17日午前９時に台風11号から変わった温帯低気圧が
日本海の前線上を東進し、18日朝には秋田県沖に達
した。
一方、沖縄地方にある台風12号から暖かく湿った
空気が流れ込み、17日の岩手県内は内陸を中心に激
しい雨となった。18日朝には秋田県沖の低気圧が弱
まり、前線も関東地方の東海上に南下した。
北上川流域では、９月17日未明から降り出した
雨が18日明け方まで降り続き、総雨量は奥羽山脈
に位置する高下で332mm、男助で323mm、橋場で
313mm、駒頭で311mm、松尾で305mmを記録した
ほか、盛岡で212mm、花巻で205mmなど、北上川
上流から中流域で記録的な降雨となり、25地点で既
往最大日降水量を観測した。

北上川流域図

明治橋上流
狐禅寺上流
北上川流域

流域平均雨量

●明治橋上流域平均雨量

●狐禅寺上流域平均雨量
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天気図 レーダー画像

提供：盛岡地方気象台
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戦後の主な洪水の降雨を比較すると、平成19年９月17日の降雨は明治橋（盛岡市）上流で戦後最大規模となった。
また、北上川の治水計画上の基準地点である狐禅寺（一関市）上流で見た場合、近年の大洪水であった平成14
年７月洪水を上回る降雨規模になった。

明治橋上流の流域平均雨量は208mm（２日雨量）を記録
おおむね80年に一度程度発生しうる降雨規模に相当

狐禅寺上流の流域平均雨量は173mm（２日雨量）を記録
おおむね50年に一度程度発生しうる降雨規模に相当

内陸部を中心とした降雨 奥羽山系を中心とした降雨

戦後における主要洪水の流域平均２日雨量

●明治橋上流　流域平均２日雨量 ●狐禅寺上流　流域平均２日雨量

平成14年洪水と平成19年洪水の雨量分布の比較

自　平成14年７月９日０時
至　平成14年７月12日24時

自　平成19年９月17日０時
至　平成19年９月18日24時

●平成14年7月洪水 ●平成19年9月洪水
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雨域の中心

明治43年９月洪水時の天気図 平成19年９月17日６時の天気図

●明治43年の降雨分布 ●平成19年9月の降雨分布

明治43年の洪水と気象条件が類似！
明治43年（1910）８月から９月にかけて、北上川流域には３つの台風が相次いで襲来した。特に明治43年９月洪水
では、前線を伴って岩手県全域に豪雨をもたらした。この洪水の最大３日間雨量は、雫石川上流域の御明神で497mm、
盛岡で345mm、県南部の一関では73mmと、雨域の中心が岩手県北西部にあったために、盛岡市内は北上川の明治橋、
中津川の上の橋、中の橋、下の橋、与の字橋、毘沙門橋が流出するなど甚大な被害を受けた。
平成19年９月の洪水は、明治橋地点上流域で観測史上最大規模の雨量を記録した明治43年９月洪水時の気象状況に
類似した降雨形態であったといえる。

災害は忘れた頃にコ ラ ム

提供：盛岡地方気象台
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館坂橋水位観測所
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八幡平

岩手山
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石淵ダム

一関遊水地

水位観測所

はん濫危険水位を超えた区間

はん濫注意水位を超えた区間

館坂橋水位観測所

紫波橋水位観測所

朝日橋水位観測所

明治橋水位観測所
山岸水位観測所

安野水位観測所

桜木橋水位観測所

釣山水位観測所 妻神水位観測所
狐禅寺水位観測所

大曲橋水位観測所

男山水位観測所

七日町水位観測所

諏訪前水位観測所

出水記録3

６つの水位観測所で、はん濫危険水位を超過
９月17日未明から降り出した雨は朝方に強まり、それに伴って北上川本川では水位が上昇し始め、花巻市
の朝日橋水位観測所で17日８時に水防団待機水位（2.0ｍ）を上回った。
その後、各地で急激に水位が上昇し、17日９時には花巻市の朝日橋水位観測所ではん濫注意水位（3.0ｍ）
を突破、北上市の男山水位観測所でも11時にはん濫注意水位（3.3ｍ）を上回った。
また、小康状態となっていた雨が夕方にかけて再び強くなり、北上川の水位はさらに上昇を続け、17日17
時に男山水位観測所ではん濫危険水位（4.1ｍ）を超え、館坂橋（盛岡市）、紫波橋（紫波町）、朝日橋（花巻市）、
桜木橋（奥州市）、諏訪前（一関市）の水位観測所でもはん濫危険水位を上回る結果となった。
各観測所の最高水位は、17日23時から18日20時までの間に観測され、その後は水位低下を続け、20日８時
にはすべての基準水位観測所で水防団待機水位を下回った。
北上川本川の水位観測所は、長時間にわたりはん濫注意水位を超えることとなり、その超過時間は最大53時

間にも及んだ。

河川名 観測所名
基準水位

最高水位
はん濫
注意水位
超過時間

はん濫
注意水位

はん濫
危険水位

北上川

館坂橋 2.00m 2.80m 2.88m 42時間

明治橋 1.40m 3.00m 2.54m 15時間

紫波橋 2.90m 4.40m 5.37m 33時間

朝日橋 3.00m 5.10m 5.79m 51時間

男　山 3.30m 4.10m 5.40m 38時間

桜木橋 2.90m 5.50m 5.65m 43時間

大曲橋 3.00m 5.80m 5.79m 47時間

狐禅寺 7.00m 12.80m 12.18m 50時間

諏訪前 5.50m 8.70m 10.18m 53時間

七日町 5.70m － 9.74m 51時間

雫石川 明治橋 1.40m 3.00m 2.54m 15時間

中津川 山　岸 2.20m 2.70m 2.26m 5時間

猿ヶ石川 安　野 3.00m － 3.70m 19時間

磐井川 釣　山 2.60m 6.00m 2.27m －

砂鉄川 妻　神 5.60m 7.70m 6.23m 16時間

●北上川流域と出水状況 ●平成１９年９月洪水の最高水位と超過時間
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水
位

はん濫危険水位 12.8m

はん濫注意水位 7.0m

水防団待機水位 5.0m

平成19年9月17日
最高水位 12.18m

平成2年9月
最高水位 11.03m

昭和56年8月
最高水位 12.51m

昭和62年8月
最高水位 12.11m

平成10年8月
最高水位 11.14m

平成14年7月
最高水位 13.51m〔戦後第3位〕

浸水面積（ha）

１９０ha（砂鉄川のはん濫）

０ha

堤防
整備前

堤防
整備後
（今回）

0 50 100 150 200

堤防整備等による浸水低減効果砂鉄川緊急治水対策事業
岩手県南部に位置する砂鉄川（一関市川崎町：旧川
崎村）は、平成10年８月洪水及び平成14年７月洪水
で甚大な被害が発生したため、国土交通省、岩手県、
一関市川崎町及び一関市東山町（旧川崎村及び旧東山
町）が連携し、緊急治水対策事業（床上浸水対策特別
緊急事業：平成11年度～平成17年度、河川災害復旧
等関連緊急事業：平成14年度～平成17年度）により、
堤防整備や河道掘削を実施した。
今回の洪水は、砂鉄川合流部付近にある諏訪前水位
観測所で平成10年８月洪水を上回る規模となり、平成
14年７月洪水に次ぐ水位となったが、抜本的な堤防整
備等が完了していたことにより、砂鉄川のはん濫によ
る浸水被害の解消が図られている。

砂鉄川

北上川

平成14年7月洪水の状況（堤防整備前）

浸水面積190ha のはん濫を解消

平成19年9月洪水の状況（堤防整備後）

浸水被害の解消コ ラ ム

砂鉄川

北上川

●狐禅寺地点における近年の主要洪水の比較
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各水位観測所における水位状況

はん濫危険水位 2.80m既往最高水位 3.32m（昭和33年9月）

計画高水位 3.522m

はん濫注意水位 2.00m

水防団待機水位 1.40m

平成14年7月洪水

館坂橋水位観測所（盛岡市北夕顔瀬）
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2.88m（平成19年9月18日0時）

この線は上流から下流を見たときの河川の断面図です。

はん濫危険水位 2.00m

既往最高水位 4.89m（明治43年9月）

計画高水位 4.148m

はん濫注意水位 1.40m

水防団待機水位 0.80m

平成14年7月洪水

明治橋水位観測所（盛岡市仙北２丁目）
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はん濫危険水位 4.40m

既往最高水位 8.01m（明治43年9月）

計画高水位 5.504m

はん濫注意水位 2.90m

水防団待機水位 1.70m

平成14年7月洪水

紫波橋水位観測所（紫波町犬吠森）

水
位（
m
）

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

5.37m（平成19年9月18日1時）

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間

はん濫危険水位 5.10m

既往最高水位 6.87m（昭和22年9月）
計画高水位 7.591m

はん濫注意水位 3.00m

水防団待機水位 2.00m

平成14年7月洪水

朝日橋水位観測所（花巻市高木）

水
位（
m
）

5.79m（平成19年9月18日1時）

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間
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はん濫危険水位 4.10m

既往最高水位 6.77m（昭和23年9月）

計画高水位 6.439m

はん濫注意水位 3.30m

水防団待機水位 2.40m

平成14年7月洪水

男山水位観測所（北上市稲瀬）

水
位（
m
）

5.40m（平成19年9月18日0時）

-5.0

-3.0

-1.0

1.0

3.0

5.0

7.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間

はん濫危険水位 5.50m

既往最高水位 6.43m（昭和33年9月）
計画高水位 7.088m

はん濫注意水位 2.90m
水防団待機水位 2.20m

平成14年7月洪水

桜木橋水位観測所（奥州市水沢区佐倉河）

水
位（
m
）

5.65m（平成19年9月18日2時）

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間

各水位観測所における水位状況
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はん濫危険水位 5.80m

既往最高水位 7.53m（昭和22年9月）

計画高水位 7.914m

はん濫注意水位 3.00m
水防団待機水位 2.30m

平成14年7月洪水

大曲橋水位観測所（奥州市前沢区白山）

水
位（
m
）

5.79m（平成19年9月18日5時）

-3.0

-1.0

1.0

3.0

5.0

7.0

9.0

11.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間

はん濫危険水位 12.80m

既往最高水位 16.89m（昭和22年9月）

計画高水位 17.316m

はん濫注意水位 7.00m

水防団待機水位 5.00m

平成14年7月洪水

狐禅寺水位観測所（一関市狐禅寺）

水
位（
m
）

12.18m（平成19年9月18日17時）

-4.0

1.0

6.0

11.0

16.0

21.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間



18

各水位観測所における水位状況

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間

はん濫危険水位 8.70m

既往最高水位 14.50m（昭和23年9月）

計画高水位 15.426m

はん濫注意水位 5.50m

水防団待機水位 4.00m

平成14年7月洪水

諏訪前水位観測所（一関市川崎町薄衣）

水
位（
m
）

10.18m（平成19年9月18日20時）

-8.0

-3.0

2.0

7.0

12.0

17.0

既往最高水位 12.26m（明治43年8月）

計画高水位 14.505m

はん濫注意水位 5.70m
水防団待機水位 4.80m

平成14年7月洪水

七日町水位観測所（藤沢町黄海）

水
位（
m
）

9.74m（平成19年9月18日20時）

-6.0

-1.0

4.0

9.0

14.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間
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はん濫危険水位 2.70m

既往最高水位 2.30m（平成14年7月）

計画高水位 3.323m

はん濫注意水位 2.20m 水防団待機水位 1.80m

平成14年7月洪水

山岸水位観測所（中津川・盛岡市浅岸）

水
位（
m
）

2.26m（平成19年9月17日20時）

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間

既往最高水位 4.49m（平成2年9月）

計画高水位 5.860m

はん濫注意水位 3.00m

水防団待機水位 2.00m

平成14年7月洪水

安野水位観測所（猿ヶ石川・花巻市矢沢）

水
位（
m
）

3.70m（平成19年9月17日23時）

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間
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各水位観測所における水位状況

既往最高水位 8.00m（昭和23年9月）

計画高水位 7.293m

はん濫注意水位 2.60m

はん濫危険水位 6.00m

水防団待機水位 1.80m

平成14年7月洪水

釣山水位観測所（磐井川・一関市釣山下）

水
位（
m
）

2.27m（平成19年9月18日17時）

-3.0

-1.0

1.0

3.0

5.0

7.0

9.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間

既往最高水位 7.63m（平成14年7月）

計画高水位 11.460m

はん濫注意水位 5.60m

はん濫危険水位 7.70m

水防団待機水位 3.80m

平成14年7月洪水

妻神水位観測所（砂鉄川・一関市川崎町門崎）

水
位（
m
）

6.23m（平成19年9月18日19時）

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

0
9月16日
12 0

9月17日
12 0

9月18日
12 0

9月19日
12 0

9月20日
12

時間
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七時雨山

八幡平

岩手山

盛岡市

花巻市

遠野市

北上市

奥州市

一関市

早池峰山

物見山

和賀岳

焼石岳

四十四田ダム

御所ダム

田瀬ダム

湯田ダム

石淵ダム

四十四田ダム 御　所　ダ　ム 田　瀬　ダ　ム 湯　田　ダ　ム 石　淵　ダ　ム

水 系 ／ 河 川 名 北上川／北上川 北上川／雫石川 北上川／猿ヶ石川 北上川／和賀川 北上川／胆沢川

流 域 面 積 1,196.0㎢ 635.0㎢ 740.0㎢ 583.0㎢ 154.0㎢

ダ ム 高 50.0m 52.5m 81.5m 89.5m 53.0m

ダ ム 長 480.0m 327.0m 320.0m 264.9m 345.0m

湛 水 面 積 3.9㎢ 6.4㎢ 6.0㎢ 6.3㎢ 1.1㎢

総 貯 水 容 量 47,100,000㎥ 65,000,000㎥ 146,500,000㎥ 114,160,000㎥ 16,150,000㎥

洪 水 調 節 容 量 33,900,000㎥ 40,000,000㎥ 84,500,000㎥ 77,810,000㎥ 5,600,000㎥

計 画 高 水 流 量 1,350㎥ /s 2,450㎥ /s 2,700㎥ /s 2,200㎥ /s 1,200㎥ /s

計 画 調 節 量 650㎥ /s 1,250㎥ /s 2,200㎥ /s 1,800㎥ /s 300㎥ /s

着 工 ／ 竣 工 S37年／ S43年 S42年／ S56年 S16年／ S29年 S28年／ S39年 S21年／ S28年

ダムによる洪水調節4

北上川流域の北西部で強く降り続いた雨の影響により、御所ダムでは流域平均雨量が295㎜に達し、５ダムの
うち３ダム（四十四田ダム、御所ダム、湯田ダム）で洪水調節開始流量を上回る出水となった。
各ダムの最大流入量は、四十四田ダム966㎥ /s、御所ダム2,198㎥ /s、田瀬ダム285㎥ /s、湯田ダム1,522㎥ /s、
石淵ダム123㎥ /s を記録し、四十四田ダムと御所ダムではダム管理以来最大の流入量となった。
また、四十四田ダム、田瀬ダム、湯田ダム、石淵ダムにおいては、北上川の水位が上昇して危険な状態となっ
たことから、降雨及び流入量の状況を確認しつつ、本来の操作よりダム放流量を少なくし、下流河川の被害の
軽減を図った。
この洪水における５ダムの操作により、約113,480,000㎥をダムに貯め込み、北上川流域の被害軽減に大きな
効果を発揮している。

５大ダム諸元表

ダムによる洪水調節の状況（四十四田ダム） ５大ダムの流域図
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洪水貯留準備水位 159.0m

洪水時最高水位 171.0m

四十四田ダム

ダ
ム
流
域
平
均
時
間
雨
量（
㎜
）

貯
水
位（
ｍ
）

流
量（
㎥/s
）

17日23時40分
放流量 574㎥/s

18日8時00分
最高水位 164.72m17日22時30分

最大流入量 966㎥/s

流域平均時間雨量
最大 14.0㎜/h
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156

160

164
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172

0

200

400
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800

1,000

1,200

1,400
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0

9月16日

6 12 18 0

9月17日

6 12 18 0

9月18日

6 12 18 0

9月19日

6 12 18

時間雨量

貯水位
流入量
放流量

洪水貯留準備水位 174.0m

洪水時最高水位 182.0m

御所ダム

ダ
ム
流
域
平
均
時
間
雨
量（
㎜
）

貯
水
位（
ｍ
）

流
量（
㎥/s
）

18日1時20分
放流量 1,177㎥/s

18日0時50分
最高水位 180.15m

17日20時30分
最大流入量 2,198㎥/s

流域平均時間雨量
最大 22.9㎜/h
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9月16日
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9月17日
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9月18日
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洪水貯留準備水位 196.5m

洪水時最高水位 215.0m

田瀬ダム

ダ
ム
流
域
平
均
時
間
雨
量（
㎜
）

貯
水
位（
ｍ
）

流
量（
㎥/s
）

17日15時00分
放流量 236㎥/s

19日14時00分
貯水位 200.91m
（水位上昇中）

18日0時20分
最大流入量 285㎥/s

流域平均時間雨量
最大 13.3㎜/h

0
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0

9月16日

6 12 18 0

9月17日

6 12 18 0

9月18日
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放流量
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洪水貯留準備水位 220.0m

洪水時最高水位 239.0m

湯田ダム

ダ
ム
流
域
平
均
時
間
雨
量（
㎜
）

貯
水
位（
ｍ
）

流
量（
㎥/s
）

17日15時00分
放流量 387㎥/s

17日23時20分
最大流入量 1,522㎥/s

流域平均時間雨量
最大 21.9㎜/h

0
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10
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0

9月16日

6 12 18 0

9月17日
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9月18日
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9月19日
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時間雨量

貯水位
流入量
放流量
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215

220
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235

240

18日10時20分
最高水位 231.38m
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洪水貯留準備水位 312.0m

洪水時最高水位 318.0m

石淵ダム

ダ
ム
流
域
平
均
時
間
雨
量（
㎜
）

貯
水
位（
ｍ
）

流
量（
㎥/s
）

18日5時00分
放流量 65㎥/s

18日1時00分
最大流入量 123㎥/s

流域平均時間雨量
最大 11.8㎜/h

0
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0

9月16日

6 12 18 0

9月17日
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9月18日
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9月19日
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時間雨量

貯水位
流入量
放流量

18日23時20分
最高水位 311.52m
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▽ダムがなかった場合の水位
▽ダムによる洪水調節後の水位

▽
洪水調節容量

多量の水が
流れ込んだ時

水の量を少なくして
流します。

水位を下げる。

水を貯める。
利水容量

ダムによる洪水調節
ダムは、洪水がおきた時に河川の上流から流れ
込んでくる水の量をダムで調節して下流に流し
ます。ダムの「洪水調節」は、下流の河川の水
位を低く抑え、洪水の被害を軽減させています。

ダムの役割コ ラ ム

四十四田ダムによる洪水調節（平成19年９月18日）

ダムの効果模式図

洪水調節後の下流の状況（館坂橋付近：平成19年９月18日）

四十四田ダム

上流から流出した
大量の流木を貯留

洪水調節により
流水を貯留

北
上
川
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北上川

雫石川

盛岡駅 中津川

明治橋

盛岡市役所
●

県庁
●

治水事業の検証5

ダム管理以来最大の流入量を記録した四十四田ダ
ム（北上川）と御所ダム（雫石川）では大量の流水
や流木を貯留し、洪水調節の機能が果たされた。
上流のダムや堤防がなかった場合、ダム下流の
盛岡市では浸水面積約530ヘクタール、浸水戸数約
7,200戸の被害が想定され、これまでの治水対策で、
大幅に被害が軽減できたものと推定される。

盛岡市における治水事業
●盛岡市における実績被害と想定被害の比較

盛岡市の場合 浸水面積
（ha）

浸水家屋
（戸）

平成19年9月17日 洪水実績※1 65 2

ダムや堤防がなかった場合※2 530 7,200

※1　実績は平成19年12月末現在の集計値（北上川の外水による浸水被害）
※2　平成19年9月17日洪水の氾濫シミュレーション結果による推定値

平成19年9月17日洪水でダムや堤防がなかった場合の想定浸水区域

ダムや堤防がなかった場合の盛岡市街地想定浸水区域
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磐井川

北上川

太田川

衣川

第２遊水地第１遊水地

第３遊水地
狐禅寺水位観測所 ▲

0

100

200

300

400

平成19年9月洪水
浸水戸数（実績）

堤防がなかった場合の
浸水戸数（推定）

390

390戸
の軽減

0

浸水戸数（戸）

平成19年9月洪水
浸水戸数（実績）

堤防がなかった場合の
浸水戸数（推定）

524ｈａ
の軽減

0
0

100

200

300

400

500

600

浸水面積（ha）
524

一関遊水地 浸水面積
（ha）※3

浸水家屋
（戸）

平成19年9月17日 洪水実績※1 0 0

堤防がなかった場合※2 524 390

※1　実績は平成19年12月末現在の集計値（北上川の外水による浸水被害）
※2　平成19年9月17日洪水の氾濫シミュレーション結果による推定値
※3　一関遊水地の面積（1450ha）は含まれていない。

一関遊水地事業は昭和22年のカスリン台風、翌23
年のアイオン台風による洪水被害を契機に計画さ
れ、昭和47年度から事業着手、現在、市街地を守る
周囲堤・本川堤が概ね完成している。
平成19年９月17日洪水で、一関遊水地の周囲堤・
本川堤がなかった場合、浸水面積約524ヘクタール、
浸水戸数約390戸の被害が想定され、これまでの堤
防整備により、この被害が軽減できたものと推定さ
れる。

平成19年9月17日洪水による浸水区域　　　　  　　今回の洪水で一関遊水地の周囲堤及び本川堤が無かった場合の想定浸水区域

●一関遊水地における実績被害と想定被害の比較

一関遊水地事業

一関遊水地の周囲堤・本川堤がなかった場合の想定浸水区域
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観測所名 計画高水位 実績
最高水位

ダムがない
場合の水位※ 水位低減量

観 測 所
上流ダム

館坂橋 3.522 m 2.88 m 3.51 m 0.63 m 四十四田ダム

明治橋 4.148 m 2.54 m 4.86 m 2.32 m 四十四田ダム
御所ダム

紫波橋 5.504 m 5.37 m 7.35 m 1.98 m 四十四田ダム
御所ダム

朝日橋 7.591 m 5.79 m 6.68 m 0.89 m
四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム

男　山 6.439 m 5.40 m 6.95 m 1.55 m
四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム
湯田ダム

桜木橋 7.088 m 5.65 m 7.07 m 1.42 m

四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム
湯田ダム
石淵ダム

※ダム地点の最大調節量を観測所地点の水位に換算した値

約 2.3ｍ上昇約 2.3ｍ上昇

ダム無し推定水位

ダムがない場合には約 2.3ｍ上昇したものと推定

今回水位

約 2.0ｍ上昇約 2.0ｍ上昇
ダム無し推定水位

ダムがない場合には約 2.0ｍ上昇したものと推定

今回水位

平成19年９月17日洪水において、北上川の５ダムが無かった場合の下流河川の水位を算定すると、各地点
において大きな水位低減効果があったと推定される。
この結果、浸水区域を大幅に縮小するとともに、はん濫危険水位を超過する時間についても大幅に短縮し
ており、下流域の被害軽減に大きく寄与した。

北上川上流５ダム

●明治橋付近の水位イメージ図

●紫波橋付近の水位イメージ図

御所ダムによる洪水調節
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瀬川

イギリス海岸
北上川

朝日橋朝日大橋

豊沢川

豊沢橋

桜橋

後川

後川救急内水施設

内水施設なしの場合
（浸水面積約55ha　浸水家屋約760戸）

排水ポンプ車なしの場合
（浸水面積約8ha　浸水家屋約80戸）

後川救急内水施設
北上川

後川

花巻市の場合 浸水面積
（ha）

浸水家屋
（戸）

平成19年9月17日洪水実績※1 1.5 23

内水施設がなかった場合※2 55 760

排水ポンプ車がなかった場合※2 8 80

※1　実績は平成19年12月末現在の集計値（花巻地区の内水による浸水被害）
※2　平成19年9月17日洪水の氾濫シミュレーション結果による推定値

花巻市の後川地区救急内水施設では、９月17日から
９月18日にかけて施設計画規模（計画降雨159㎜）を
大幅に上回る、総雨量205㎜（花巻雨量観測所）を観測した。
このため、後川地区救急内水施設に排水ポンプ車

３台を緊急的に追加配備し家屋浸水被害を軽減した。
今回の洪水で、排水ポンプ車を使用しなかった場合

には、浸水面積約８ヘクタール、浸水戸数約80戸の
被害が想定され、排水ポンプ車の緊急配備により、
この被害が軽減できたものと推定される。

●花巻市における実績被害と想定被害の比較

平成19年９月17日洪水で内水施設が無かった場合の想定浸水区域
平成19年９月17日洪水で排水ポンプ車が無かった場合の想定浸水区域

後川地区救急内水施設（平成19年９月18日） 排水ポンプ車による排水作業状況（後川地区救急内水施設）

内水排除

花巻市街地想定浸水区域


